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今
日
か
ら

新
一
年
生

四
月
六
日
、
町
内
の
五
小
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
、
か
わ
い
い
新
一
年
生

四
百
四
十
人
が
誕
年
し
ま
し
た
。

こ
こ
頃
末
小
学
校
で
は
、
新
一
年
生

を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
桜
が
満
開
、

三
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
新
講
堂
で

〝
お
め
で
と
う
、
に
ゅ
う
が
く
″
と
書

か
れ
た
初
の
入
学
式
。

新
一
年
生
を
前
に
校
長
先
生
か
ら

「
今
か
ら
六
年
間
、
勉
強
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
友
達
の
こ
と
、
あ
い
さ
つ
の

こ
と
、
交
通
安
全
の
こ
と
な
ど
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
は
遠
慮
せ
ず
先
生
や
上
級

生
に
た
ず
ね
て
、
み
ん
な
で
学
び
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
の
あ
っ
た
あ
と
、

元
気
よ
く
担
任
の
先
生
の
名
前
を
読
み

あ
げ
ま
し
た
。

新
一
年
の
み
な
さ
ん
集
団
登
校
し
、

車
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

ね
。町の　人　口

1

3月末現在（）は昨年比

人　口　　26，032（＋607）

男　　12，658（＋342）

女　　13，374（＋265）

世帯数　　7，922（＋287）

町の面積　　10．82触2

川　に　ご　み　を　捨　て　な　い　で　く　だ　き　い
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ま塑
歳　入

国庫支出金
1

14億43万円

26．5％

在

依

、、、匡

ヽ

＿
ｒ

ろ
田
印
刷
台
〉

地方交付税

10億9，620万円

20．7％

昭和54年度
一般会計予算 52億8，780万円

町民1人当りの予算

54．4．1　現在

人　口　26，032人

世　帯　7，922

1人当りの予算　　　　203，126円

納める1人当りの税金　　27，698円

世帯当りの予算　　　　667，483円

納める世帯当りの税金　　91，019円

町　　税

7億2，106万円

13．6％

主

財

過去5か年の当初予算

巨 妄「
予　　 算　　 額

斥 ‾可

50 37億2，772万円 100

「 ‾言1 41億9，578万円 113

52 46億5，433万円 125

53 50億7 ，874万円 136

54 52億8 ，780万円 142

収6億3，784万円

入　12・0％

町　　債

7億4，430万円

14．1％

県支出金
9，110万円1．7％

たばこ消費税
7．380万円

特別土地保有税
84万円

3億937万円

軽自動車税
575万円

日
本
経
済
も
低
成
長
期
に
入
り
、
長

期
に
わ
た
る
景
気
の
停
滞
は
、
昭
和
五

十
四
年
度
の
国
家
予
算
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
景
気
、
雇
用
対
策
に
配
慮
し
っ
つ

も
、
全
体
的
に
は
抑
制
型
の
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
自

治
体
に
と
っ
て
も
財
源
砕
保
に
、
な
お

一
層
の
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

住
民
生
活
に
直
接
関
連
の
あ
る
公
共
施

設
等
の
整
備
を
重
点
に
推
進
し
な
が
ら

明
る
い
住
み
艮
い
水
巻
町
創
り
を
考
え

て
い
ま
す
。

地　 方　 譲　 与　 税 2，49 9万円 0 ．5％

自動車取得 交付税 ｉ3，00 0万円 0 ．6％

交通安全特別交付金 1
50 3万円

ｉｏ．1％

負担金及 び分担金 4 ，71 5万円 ｉｏ・9％

厳

し

い

地

方

財

政

加入　し　て　い　ま　す　か　国　民年金　に
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ェ
烏
、

特
別
会
計
予
算

豊ｌ霊

康　　丑

上
水

下
水

蔑　遠 道 道

4 3
「

凱

億】 億
持 1

9
2

狛 嘉 8
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業

予
算
総
額
四
億
八
千
三
百
四
十
九
万

円
は
昨
年
と
比
べ
四
パ
ー
セ
ン
ト
程
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
騰
し
っ

づ
け
た
医
療
費
が
前
年
度
は
、
か
な
り

鈍
化
し
、
受
診
卒
率
も
ほ
ぼ
横
ば
い
状

態
と
な
っ
た
成
果
で
す
。

本
年
度
も
、
特
に
成
人
病
検
診
な
どＬ

じ
妄
一
ｎ
ｑ
ｔ

予
防
対
策
に
重
点
を
お
き
、
医
療
資
を

節
減
し
、
さ
ら
に
保
険
税
を
引
下
げ
る

た
め
に
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
努
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

下
　
水
　
道
　
事
　
業

年
間
処
理
計
画
改
良
住
宅
廷
八
千
五

百
六
十
六
戸
、
県
営
住
宅
延
七
百
八
十

芦
、
住
宅
公
団
延
一
万
七
百
二
十
戸
を

対
象
に
予
算
編
成
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
使
用
科
は
一
戸
当
り
一
千
円

で
昨
年
度
並
の
予
算
編
成
を
し
、
対
前

年
比
十
四
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

水

　

道

　

事

　

業

本
会
計
は
、
口
径
別
納
付
金
の
借
上

や
企
業
努
力
に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
、

五
十
二
年
度
と
二
年
連
続
黒
字
決
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
の
渇
水
の
よ
う
な
状

態
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
現
在
遠
賀

川
河
口
堰
が
急
ピ
ッ
チ
で
琵
殺
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
工
事
に
よ
り
今
年
度
は
新
配
水

池
の
工
事
費
四
億
八
千
三
百
六
十
万
円

計
上
し
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て
歳
出

合
計
五
億
三
千
七
百
十
二
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
営
業
収
支
は
一
千
四
百
九
十

八
万
円
の
赤
字
予
算
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

農

業

共

済

事

業

本
会
計
は
、
農
作
物
勘
定
二
百
三
十

六
万
円
で
、
麦
共
済
に
つ
い
て
は
減
反

に
伴
う
裏
作
奨
励
等
の
た
め
存
置
科
白

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
家
畜
勘

定
四
千
円
、
業
務
勘
定
四
百
七
万
円
で

ほ
ぼ
昨
年
度
と
同
じ
規
模
と
な
っ
て
い

ま
す
。

差　別　な　く　し　て　明　る　い　社　会
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漏
電
、
感
電
車
故

の

防

ぎ

方

と

手

当

子
供
が
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
た
た
こ

を
取
ろ
う
と
し
て
感
電
し
た
と
か
、
高

圧
線
に
ふ
れ
て
即
死
し
た
と
い
う
話
を

聞
き
ま
す
が
、
た
と
え
家
庭
用
の
弱
い

電
気
で
も
、
電
流
が
心
臓
を
通
れ
ば
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
便
利
な
電

気
器
具
で
も
誤
っ
た
使
い
方
を
す
れ
ば

渥
電
、
感
電
な
ど
事
故
を
起
こ
す
凶
器

に
な
り
ま
す
。

◎
漏
電
、
感
電
を
防
ぐ
に
は

①
電
灯
線
や
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

の
た
こ
足
配
線
は
や
め
る
。

⑧
充
分
な
配
線
設
備
も
整
っ
て
い
な
い

の
に
む
や
み
に
電
気
器
具
を
使
わ
な

い
。

⑧
電
気
津
具
の
不
良
品
や
故
障
晶
を
使

わ
な
い
。

④
ヒ
ュ
ー
ズ
が
と
ん
だ
と
い
っ
て
、
銅

線
や
針
金
を
入
れ
な
い
。

⑤
電
気
洗
濯
機
な
ど
は
必
ず
ア
ー
ス
を

つ
け
る
。

⑥
ぬ
れ
た
手
で
群
兵
を
扱
わ
な
い
。

①
電
気
器
具
は
、
湿
気
と
ほ
こ
り
が
苦

手
で
す
か
ら
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て

時
々
掃
除
を
す
る
。

◎
感
電
し
た
人
の
救
助
法

二
次
感
電
を
防
ぐ
た
め
、
い
き
な
り

か
け
寄
っ
て
感
電
し
て
い
る
人
を
抱
き

起
す
の
は
危
険
で
す
。
冷
静
に
現
場
を

観
察
し
ま
し
ょ
う
。

①
電
源
を
切
り
、
感
電
の
原
因
物
を
体

か
ら
引
き
離
す
。

㊥
電
源
が
切
れ
な
い
時
は
」
ゴ
ム
手
袋

足
元
は
ゴ
ム
底
靴
を
は
き
、
竹
ざ
お

か
棒
で
払
い
の
け
る
。

⑧
仮
死
状
態
の
時
は
、
人
工
呼
吸
を
行

い
救
急
革
の
手
記
を
す
る
。

④
意
識
の
あ
る
場
合
は
、
空
気
の
流
通

の
良
い
と
こ
ろ
に
、
あ
お
む
き
に
楽

な
姿
勢
で
寝
か
せ
る
。

漏
電
点
検
は

済
ん
で
い
ま
す
か

九
州
電
気
保
安
協
会
で
は
、
二
年
に

一
回
九
州
電
力
㈱
の
委
託
を
う
け
て
、

家
庭
の
配
線
診
断
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
漏
電
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
る
も
の
で
、

無
料
で
す
。
診
断
に
あ
た
っ
て
は
、
主

と
し
て
ご
家
庭
の
分
電
盤
で
お
こ
な
い

ま
す
の
で
、
屋
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
頗
い
し

ま
す
。
電
気
配
線
そ
の
他
詳
し
い
こ
と

は
、
保
安
協
会
北
九
州
支
部
（
智
5
2

1

・

8

5

5

6

）

ま

で

動
　
物
　
保
躁
鬱
二
理

条
例
　
4
月
1
日
か
ら

町
税
　
の
納
付

便
利
で
確
実
な
自
動
振
替
で

こ
の
制
度
は
、
納
期
ご
と
に
金
融
機

関
や
役
場
窓
口
に
出
向
い
て
税
金
を
納

め
る
手
間
を
省
き
、
本
人
の
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
確
実
に
納
税
で
き
ま
す

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
そ
れ
以
後

は
金
融
機
関
が
納
税
者
に
か
わ
り
預
金

よ
り
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仕
事
の
都
合
で
納
め
に
行
く
暇
の
な

い
か
た
な
ど
に
便
利
な
制
度
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
下
記
の
金
融
機
関
ま
た
は

役
場
収
納
係
へ
。
手
続
に
は
預
金
通
帳

印
鑑
（
通
帳
使
用
）
及
び
納
税
通
知
車

と
収
入
印
紙
（
百
円
）
が
必
要
で
す
。

・
取
扱
い
金
融
機
関

遠
賀
信
用
金
庫
本
店
　
各
支
店

福
岡
銀
行
折
尾
　
梅
ノ
木
支
店

農
協
水
巻
支
所

最
近
、
多
く
の
桂
姓
の
動
物
が
ペ
ッ

ト
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
動
物
に
よ
る
人
身
事
故
が
相
次
ぎ

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故

を
防
止
す
る
た
め
動
物
の
弼
正
な
飼
い

方
な
ど
を
定
め
た
福
岡
県
動
物
保
護
管

理
条
例
が
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

。
こ
の
条
例
の
対
象
と
な
る
動
物
は
、

人
が
飼
賽
す
る
は
乳
類
、
鳥
類
、
は

虫
斯
な
ど
で
す
。

。
飼
い
犬
は
常
に
け
い
留
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

。
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
ク
マ
、
ワ
ニ
、

大
型
ヘ
ビ
な
ど
危
険
な
動
物
を
飼
養

す
る
場
合
は
、
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
動
物
販
売
業
者
は
、
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
飼
養
し
て
い
る
動
物
が
人
に
危
害
を

加
え
た
と
き
は
、
届
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
こ
れ
ら
の
義
務
違
反
者
に
は
罰
則
の

通
用
を
受
け
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
遠
賀
保
健

所

（

鴛

2

0

1

・

4

1

6

1

）

ま

で

ｌ
一

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
至
急
ご

連
綿
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

ソ
連
抑
留
補
償
要
求
推
進
協
議
会
・
遠

類
郡
連
合
支
部
結
成
準
備
会
、
代
表
隊

請
人
、
竹
辺
正
明
（
水
巻
苫
田
蜃
2
0

1

・

4

ユ

9

5

）

ま

で

ヰＩ、

5月11日（金曜）
10時－16時
町　民　会　館

優

良

納

税

組

合

表

彰

元
ソ
連
抑
留
者
の

か
た
で
支
部
結
成
を

町
で
は
毎
年
町
税
等
に
対
す
る
納
税

思
想
の
高
揚
、
納
期
内
の
完
納
の
促
進

等
に
つ
い
て
特
に
功
蹄
の
あ
っ
た
納
税

組
合
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
度
は
四
月
十
二
日
、

次
の
納
税
組
合
が
町
民
会
館
に
於
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

立
屋
敷
、
み
ず
ほ
一
、
吉
田
一
東
宮

隈
、
讃
田
二
本
村
二
、
頃
未
申
橋
、
猪

熊
東
八
、
み
ず
ほ
十
七

私
た
ち
は
終
戦
後
ソ
連
に
抑
留
さ
れ

た
旧
軍
人
及
び
一
般
の
遺
族
の
か
た
が

た
で
、
ソ
連
抑
留
者
遠
賀
郡
連
合
支
部

を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

歌
資
さ
れ
る
か
た
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所

血
液
は
生
命
と
健
康
を
守
る
大
切
な

も
の
で
す
。
代
用
品
も
な
く
、
人
工
的

に
も
造
れ
な
い
血
液
は
、
い
つ
自
分
自

身
は
じ
め
家
族
や
知
人
に
必
要
と
な
る

こ
と
が
起
こ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
水
巻
町
で
は
、
献
血
に
住
民

の
僻
さ
ん
に
深
い
理
解
と
温
い
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
6
0

4
人
の
か
た
が
参
加
さ
れ
、
5
1
0
人

の
か
た
が
献
血
さ
れ
、
町
内
の
多
く
の

尊
い
生
命
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
温
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
①
1
6

歳
未
満
の
人
と
6
5
歳
以
上
の
人
、
⑧
体

重
が
男
子
4
5
毎
、
女
子
4
0
毎
以
下
の
人

㊥
過
去
一
ケ
月
以
内
に
献
血
し
た
人
、

④
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人
な
ど

献
血
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

社
会
福
祉
協
議
会
（
役
場
内
）
ま
で

火事・救急は119番　暴力は110番へ
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遠
　
賀

職
　
員

郡
　
消
　
防

採
　
用
　
試
験

■
耳

福
岡
県
警
察
官
募
集

▼
採
用
人
員

▼
受
験
資
格

▼
受
付
期
間

6
名満

1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満

の
男
子

5

月

2

8

日

～

6

月

7

日

▼
試
験
日
　
　
6
月
1
7
日
（
日
曜
〕

受
験
案
内
・
申
込
書
は
遠
賀
郡
消
防

本
部
総
務
課
ま
で
（
書
0
9
3
2
9
・

3
・
1
2
3
1
〕

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行

政

事

務

組

合

職

　

具

　

募

　

集

▼
職
種
　
し
尿
処
理
施
設
作
業
員
1
名

▼
申
込
期
間
　
5
月
2
0
日
～
6
月
5
日

▼
試
験
日
　
6
月
1
5
日

▼
受
験
資
格
　
昭
和
2
9
年
4
月
1
日
か

ら
昭
和
3
6
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

く
わ
し
い
こ
と
は
遠
賀
町
役
場
2
階

の
組
合
事
務
所
（
曾
0
9
3
2
9
・
3

3

5

8

0

）

ま

で

▼
採
用
人
員
　
1
7
0
人

▼
受
験
資
格
　
昭
和
2
6
年
4
月
2
日
～

昭
和
3
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
（
た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有

し
な
い
者
及
び
地
方
公
務
員
法
第
1
6

条
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
〕

▼
試
験
日
時
及
び
会
場

。
6
月
3
日
、
。
0
時
3
0
分
～
1
7
時

。
小
倉
高
等
学
校
（
小
倉
北
区
愛
宕
）

▼
受
験
申
込
み

5
月
1
8
日
ま
で
に
福
岡
県
警
察
本
部

警
務
課
試
験
係
（
福
岡
市
中
央
区
天

神

1

丁

目

1

番

1

号

鴛

0

9

2

・

7

4

1

・

3

3

3

1

）

ま

で

製
版
、
写
真
な
ど
3
0
職
種

▼
試
験
日
　
9
月
9
日
、
1
6
日
、
2
3
日

▼
受
検
申
請
書
の
受
付

5
月
1
日
～
5
月
1
1
日
ま
で
に
県
技

能
検
定
協
会
（
食
0
9
2
・
2
9
1

・

0

6

4

7

）

ま

で

二
級
建
築
士
試
験

▼
試
験
日

・
学
　
　
科
　
　
7
月
2
9
日

。
設
計
製
図
　
　
9
月
1
6
日

▼
試
験
場
　
福
岡
大
学
（
西
区
七
隈
）

▼
申
込
み

5
月
1
4
日
～
5
月
1
8
日
ま
で
に
県
土

木
事
務
所
建
築
課
ま
で

な
お
、
5
月
1
日
か
ら
土
木
事
務
所

で
申
込
用
紙
を
交
付
し
ま
す
。

。
1
級
　
機
械
加
工
科
な
ど
4
科

。
2
級
　
左
官
科
な
ど
3
9
科

▼
受
講
資
格

実
務
経
験
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
受
講

で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
1
級
に
つ
い

て
は
、
1
級
技
能
検
定
受
験
資
格
者

ま
た
は
1
年
後
に
そ
の
資
格
を
得
ら

れ
る
か
た
）

▼
受
講
料
（
教
科
書
代
含
）

。
1
級
　
8
千
円

。
2
級
　
6
千
円

▼
特
典

修
了
者
に
は
受
講
し
た
訓
練
科
に
対

応
す
る
技
能
検
定
職
種
の
学
科
試
験

が
免
除
さ
れ
ま
．
す
。

く
わ
し
い
こ
と
「
受
講
案
内
」
等
は

八
幡
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
（
奮
6
4

1

・

4

9

0

6

）

ま

で

4
月
下
旬
か
ら
約
1
か
月
間

▼
受
付
先
　
各
金
融
機
関

▼
融
資
限
度
額
　
4
4
0
万
円

▼
返
済

。
利
率
　
5
・
0
5
％

。
期
間
　
2
5
年
以
内

詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡
支
所

9
2
・
7
1
2
・
5
5
5
5
）

福
岡
県
少
年
の
船

沖

　

縄

　

の

　

旅

技
能
検
定
∵
受
検

技
能
士
通
信
講
座

技
能
検
定
と
は
、
職
業
訓
練
法
に
基

づ
い
て
受
検
者
の
技
能
の
程
度
を
検
定

し
、
労
働
大
臣
が
公
証
す
る
も
の
で
す

▼
検
定
職
種

造
園
、
鋳
造
、
左
官
、
表
装
、
鉄
工

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
働
い
て
い

る
人
が
1
年
で
通
信
教
育
に
よ
っ
て
専

門
的
知
識
を
習
得
で
き
る
講
座
を
開
い

て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科

住
宅
　
資
金
　
融
二
貿

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
一
般
個
人
住

宅
建
設
資
金
の
受
付
け
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

▼
期
日

。

第

5

回

　

7

月

2

6

日

～

7

月

3

0

日

。

第

6

回

　

8

月

4

日

～

8

月

8

日

▼
募
集
人
員

。
小
学
生
（
5
年
以
上
）
…
…
4
百
名

。
中
学
生
　
　
　
　
　
…
…
2
百
名

▼
参
加
費

。
小
学
生
…
…
3
万
5
千
円

。
中
学
生
・
…
＝
3
万
7
千
円

▼
募
築
期
限
　
　
4
月
2
8
日
ま
で

申
込
用
紙
は
町
教
育
委
員
会
ま
で
、

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
県
青
少
年
団

体

協

議

会

（

曾

0

9

2

・

7

8

1

・

1

1

1

1

内

線

7

4

7

）

ま

で

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
に
稲
村
氏
　
新
委
員
に
大
月
氏

前
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
小
林

太
四
一
氏
が
病
気
の
た
め
、
三
月
三
十

一
日
付
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
四
月
一
日
か

ら
新
委
員
長
に
稲
村
丑
氏
が
、
ま
た
新

委
員
に
は
大
貝
貴
美
堆
氏
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
新
委
員
の
残
任
期
間
は
昭
和

五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

新
委
員
紹
介

委
員
長
　
稲
村
　
丑
　
古
賀
区

（
現
在
）
　
会
社
員
、
改
良
住
宅
事
業
　
　
要
員
　
大
月
善
美
雄
　
猪
熊

推
進
委
員
　
　
　
　
　
　
　
（
現
在
）
　
農
業

「
ふ
る
さ
と
会
」
か
ら
各
学
校
に

電
　
報
電
二
話
　
局
の

窓
　
口
　
時
　
間
　
変
更

樹

み
ん
な
で
創
る
ふ
る
さ
と
会
（
わ
ら

び
座
公
演
実
行
委
員
会
）
で
は
、
三
月

十
一
日
の
「
わ
ら
び
座
公
演
」
を
契
機

に
、
今
後
、
ふ
る
さ
と
水
巻
を
見
直
し

明
る
い
街
創
り
と
バ
リ
キ
ッ
て
い
ま
す

若
い
か
た
、
一
緒
に
活
動
し
て
水
巻
に

ふ
る
さ
と
の
灯
を
と
も
し
て
み
ま
せ
ん

木
　
の
　
寄
　
贈

か
。「

ふ
る
さ
と
会
」
か
ら
各
学
校
に
わ

宣
び
公
演
の
収
益
金
の
一
部
と
し
て
樹

木
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

連
絡
先

「
ふ
る
さ
と
会
」
事
務
局
（
書
2
0

1

・

0

1

6

耳

）

ま

で

4
月
1
6
日
か
ら
窓
口
営
業
時
間
が
次

の
と
お
り
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

平
目
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

土
曜
　
午
前
9
時
～
正
午

な
お
へ
電
話
に
よ
る
注
文
、
問
い
合

せ
な
ど
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す
。

通学は　みちくさせずに　まっすぐに　吉住千鶴（吉田小5年）
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小

児

マ

ヒ

予

防

生
ワ
ク
チ
ン

▼
対
象
児

。
ｌ
回
目
－
生
後
3
か
月
～
1
8
か
月
の

乳
幼
児
で
ま
だ
一
度
も
服
用
し
て
な

い
子
供

。
2
回
目
－
前
記
の
年
齢
で
1
回
し
か

服
用
し
て
な
い
子
供

▼
日
時
及
び
場
所

。
5
月
8
日
、
午
後
2
時
～
3
時

。
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
注
意
事
項

。
問
診
票
を
必
ず
前
日
ま
で
に
役
場
衛

生
係
窓
口
に
取
り
に
く
る
こ
と
。
問

診
票
に
捺
印
の
な
い
も
の
は
絶
対
受

け
ら
れ
ま
せ
ん

。
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と

0
当
日
の
朝
、
必
ず
体
温
を
計
る
こ
と

▼
次
に
該
当
す
る
子
供
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん

①
熱
が
あ
る
㊥
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
㊥

1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

④
現
在
下
痢
を
し
て
い
る
⑤
は
し
か

な
ど
の
注
射
を
受
け
て
1
か
月
以
上

経
過
し
て
い
な
い
◎
は
し
か
、
お
た

ふ
く
風
、
水
痘
、
風
疹
な
ど
に
か
か

っ
て
1
か
月
以
上
経
過
し
て
い
な
い

そ
の
他
、
心
配
な
点
は
主
治
医
に
相

談
く
だ
さ
い
。

5
月
の
母
親
学
級

▼

日

　

時

　

5

月

7

・

1

4

・

2

1

日

1

3

時

～

1

5

時

▼
場
　
所
　
役
場
酉
別
館

▼
対
象
者
　
初
妊
婦

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

5
月
の
母
子
手
帳
交
付

▼

日

　

時

　

5

月

7

・

2

1

日

1

0

時

～

1

1

時

▼
場
　
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
者
　
妊
産
婦
（
保
健
所
で
検
診

を
終
え
、
1
0
日
経
過
し
て
い
る
こ
と
）

印
鑑
持
参
の
こ
と

保
健
所
乳
児
相
談

▼
日
時
′
毎
週
火
曜
日

1

3

時

～

1

4

時

▼
場
所
　
遠
賀
保
健
所

▼
内
容
　
身
体
計
測
と
栄
葦
指
導

5
月
の
老
人
検
診

▼

日

時

　

5

月

1

1

・

2

2

日

1

0

時

～

1

1

時

3

0

分

▼
場
所
　
机
山
荘
（
老
人
い
こ
い
の
家
〕

▼
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談

5
月
の
鮎
柵
震
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

▼

日

時

　

5

月

7

日

、

2

5

日

　

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

5

月

1

5

日

　

1

0

時

～

1

5

時

な
お
、
1
5
日
は
憲
法
記
念
日
行
事
と

し
て
、
法
務
局
、
福
祉
事
務
所
職
員
を

招
い
て
金
銭
貸
借
、
登
記
、
人
権
名
誉

侵
害
、
福
祉
問
題
な
ど
広
く
相
談
指
導

に
あ
た
り
ま
す
。

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

発
給
事
務
会
場
変
更

北
九
州
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

旅
券
の
手
続
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
4

月
1
7
日
か
ら
は
、
元
の
戸
畑
市
民
会
館

の
方
に
変
わ
り
ま
し
た
。

免
許
証
の
住
所
な
ど

記
載
変
更
は
折
尾
署
で

今
ま
で
免
許
証
に
記
載
し
て
い
る
氏

名
、
本
籍
、
住
所
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
小
倉
北
方
の
自
動
車
試
験
場

ま
で
手
続
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
が
、
4
月
1
日
か
ら
折
尾
警
察

署
交
通
課
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
く
わ
し
い
こ
と
は
折
尾
交
通
安
全

協
会
役
員
、
溝
上
記
林
さ
ん
（
頃
末
書

2

0

1

・

1

4

6

4

）

ま

で

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

「健康講演会」に参加を
健康衛生などで先進的な岡山大学医学部の先生を招き、成人

病にかからない「健康の心構え」を中心とした講演会を下記の

とおり開催しますので住民の皆さんの多くの参加を

▲日時　5月8日　午後3時～5時

▲場所　体育センター（役場横）

▲主催　役場職員「健康委員会」

▲講師　医学博士青山英康先生著書「健康な職場」「歪めら

れた日本の公衆衛生」「医者と患者一生活のなかの医学」など

5月分し尿収集日程表

1日　頃末、猪熊（釜建設付近）

2日　頃未、唐熊県住、鯉口、猪熊（第2み

どり荘付近）

3日　唐熊県住、鯉口、卸輪地、猪熊（深水

電気付近）

し尿処理場修理のため休み

鯉口、御輪地、垣添、猪熊

猪熊（入柳地区）、車返し、緑風園、

日
　
日
　
日
　
日
　
日

4
　
5
　
6
　
7
　
8

中央区、松栄荘団地

9日　美吉野団地、頃末（18区）古賀、新生

街、緑風園、中央区、目端、県道筋

10日　美岩野団地、古賀、机、立屋敷、伊佐

座、川端、県道筋

11日　高松区、頃宋（5、12、13区）、片

山、宮尾、月夜待、ヌメリ石、本村

1割］．古賀区（県道より東側）頃末（5、12

13区）、大橋、商店街、車返し

14□　新生街（山ノロ団地）、頃末（15、25

区）、二、二町任、下二、下二町住、

頃末（6、11、14区）

15［］吉田団地、宮ノ下社宅、頃末（6、11

14区）

1ｄ日　吉田団地、机社宅、樋口卯月

17日　吉田団地、樋口

18日　章田団地、二、下二、猪熊（徳丸アパ
ート付近）

二、下二、本村、伊佐座

本村、伊佐座、猪熊町住

みずば団地、古賀県住

みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木区

幼稚園通り、梅ノ木区

古賀区（県道より梅ノ木団地側）

古賀区（県道より梅ノ木団地側）

日

　

日

　

日

　

日

　

日

　

日

　

日

「お　礼一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり

ました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申し上
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げます。
猪熊町住　　故田中ハル子殿

頃　末　　　故渡辺　健次殿
高松団地　　故村崎　正己殿

〃　　　故桜井ハルヱ殿
猪　熊　　　故松崎　東一殿

机社宅　　　故岡田　継蔵殿

あなたの役場です　電話（201）4321番
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